
第Ⅳ章　青森県内の古銭

第1節　県内出土古銭の概要

　青森県における備蓄銭の研究は、成田末五郎氏らの業績により、古くから行われてきている。

昭和13年に成田氏は『青森県郷土誌料集』に「津軽地方発掘古銭の研究」を発表し、27箇所の

出土例を紹介している。その後、昭和30年代を中心とした時期には、弘前市・南津軽郡を中心と

した内陸部と日本海・陸奥湾の海岸線沿いに多数の出土例が報告されている。しかし、近年は古

銭に関する報告が減少しているのが現状である。そこで、資料提起という意味で、今回の4箇所

にわたる出土古銭の報告を機に、県内の古銭出土状況をまとめてみることにした。
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番号 市町村名 遺　跡　名 報告書刊行委員会・著者名 報告書刊行年度 出　土　古　銭　名 備　　　考

1 青森市 （千刈地区） 成田　末五郎 S13 開元通賓他614枚　第12表参照
木製容器の中より出土『青
森県郷土誌料集』2

2 〃 （高用地区） 青森市教育委員会 S32 開元通賓2・紹聖元賓1・洪武通賛1・永樂通賛1
人骨と共伴『青森市の歴
史』

3 〃 （油川地区） 〃 S33 開元通賓他958枚　第12表参照 『日本考古学辞典』

4 〃 大浦遺跡 S47 元祐通賓

5 〃 （原別地区） 小笠原　二郎・葛西　励 S47・H3 五銖他4592杖　第12表参照
『原別小笠原家に関する一
考察』

6 〃 近野遺跡 青森県教育委員会 S49 寛永通賓1 溝状遺構より出土

7 〃 細越遺跡 〃 S54 熈寧元賓1・洪武通賓1

8 〃 蛍沢遺跡 青森市教育委員会 〃 寛永通賓1

9 〃 尻八館遺跡 青森県立郷土館 S56 和同開珎他193枚　第12表参照 土壙より99枚一括出土

10 〃 朝日山道跡 青森県教育委員会 S59 治平元賓1・寛永通賓1・不明1 住居跡より1枚出土

11 〃 構内城跡 青森市教育委員会 S62 至道元賓1・元豊通賓1・不明9

12 〃 （新城地区） 〃 H3 開元通賓他8，160枚　第12表参照 曲げ物より出土

13 〃 （奥内地区） 〃 〃 和同開珎・神功開賓他10，432枚　第12表参照 甕より出土

14 〃 （野内地区） 葛西　励 〃 開元通賓・軋封泉賓他3，000～5，000枚

15 弘前市 （乳井地区） 成田　末五郎 S33 五銖他5，464校　第12表参照
木箱より比土『東奥文化』
11

16 〃 （石川地区） 〃 S36 開元通賓他1，752枚　第12表参照 『陸奥史談』31

17 〃 弘前城跡 弘前市教育委員会 S52～57 元祐通賓1・寛永通賓4・不明1

18 〃 堀越城跡 〃 S53
元祐通賓2・洪武通賓1・永樂通賓1・寛永通賓5・
不明3

人骨と一部共伴

19 〃 小友遺跡 〃 S55 寛永通賓2

20 〃 独狐遺跡 青森県教育委員会 S61
開元通賓1・祥符通賓1・太平通賓1・至和元賓1
元豊通賓2・政和通賓1・淳熈元賓1

21 〃 境関館遺跡 〃 S62 開元通賓他683枚　第12表参照

竪穴遺構28・土壙26・井戸
跡376（363杖一括出土）・
かまど遺構9溝跡3・柱穴
37・堀跡40枚出土

22 〃 茶毘館遺跡 〃 S63 治平元賓1・熈寧元賓2・不明1 溝状遺構より1枚出土

23 〃 中崎館遺跡 〃 H1 景祐元賓1・元豊通賓2・不明2
柱穴より2・住居跡より1・
井戸跡より1枚出土

24 八戸市 根城跡 八戸市教育委員会 S55～H2 開元通賓他3，027枚　第12表参照

25 〃 鴨平（1）遺跡 青森県教育委員会 S58 寛永通賓2

26 〃 長者森遺跡 〃 〃 寛泳通賓2

27 〃 鶉窪遺跡 〃 S59 寛永適賓7

28 〃 韮窪遺跡 〃 〃 寛永通賓5・不明1

29 〃 白山平（2）遺跡 〃 〃 寛永通賓7

30 〃 牛ヶ沢（3）遺跡 〃 〃 寛永通賓5

31 〃 赤御堂遺跡 八戸市教育委員会 S63 至道元賓1・洪武通賓1・寛永通賓22・鉄銭2 墓場より22枚出土

32 〃 弥次郎窪遺跡 青森県教育委員会 H1 寛永通賓3

33 〃 田面木遺跡 八戸市教育委員会 H2 寛永通賓1

34 〃 新井田古館遺跡 〃 〃 皇宋通賓1

35 黒石市 一ノ渡遺跡 青森県教育委員会 S59 寛永通賓10

36 五所川原市 観音林遺跡 五所川原市教育委員会 H1 寛永通賓11

37 十和田市 切田前谷地遺跡 十和田市教育委員会 S59 熈寧元賓1・宣徳通賓1・不明1

38 むつ市 最花南遺跡 むつ市教育委員会 S58 不明1 溝状遺構より出土

39 蟹田町 （南沢地区） 成田　末五郎 S38 半両他2，188枚　第12表参照 『東奥文化』24

第 11表　古銭出土記載文献一覧
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番号 市町村名 遺　跡　名 報告書刊行委員会・著者名 報告書刊行年度 出　　土　　古　　銭　名 備　　　考

40 今別町 山崎遺跡 青森県教育委員会 S57 寛永通賓2

41 蓬田村 蓬田大館遺跡 櫻井清彦・菊地徹夫 S62 開元通賓他800枚 曲げ物より出土

42 平館村 今津遺跡 青森県教育委員会 S61 寛永通賓1

43 〃 間沢遺跡 〃 S61 寛永通賓3

44 木造町 亀ヶ岡遺跡 〃 S49 寛永通賓2

45 〃 石神神社遺跡 〃 S51 寛永通資1・不明1

46 鯵ヶ沢町 大野平過跡 岩木山刊行会 S43 開元通賓他290枚　第12表参照
マウンドより出土『岩木
山』

47 〃 種里城跡 鯵ヶ沢町教育委員会 H1 不明7

48 岩木町 岩木山神社元宮址 岩木山刊行会 S43 寛永通賓1 『岩木山』

49 〃 荒神山遺跡 岩木町教育委員会 S56

開元通寳1・太平通賓2・淳化元寳・咸平元寳1・
天聖元賓1・景祐元寳2・皇宋元寳6・治平元賓1・
熈寧元賓1・元豊通寳5・元祐通賓2・聖宋元賓3・
政和通賓2・洪武通賓2・永樂通賓9

マウンドより出土

50 西目屋村 （砂子瀬地区） 成田　末五郎 S13 開元通賓他1，027枚　第12表参照
茶釜の蓋と共伴『青森県郷
土誌料集』2

51 藤崎町 （岡本地区） 八幡　一郎 S43 開元通賓他4，421枚　第12表参照
甕より出土『新版�考古学
講座』1

52 大鰐町 砂沢平遺跡 青森県教育委員会 S55 嘉祐通賓1・元豊通賓1・寛永通賓5・不明1 住居跡より1枚出土

53 〃 唐牛城跡 大鰐町教育委員会 S61

開元通賓2・景徳元賓1・祥符元賓1・天聖元賓2・
皇宋通寳1・熈寧元寳1・元豊通賓1・紹聖元寳1・
大觀通寳2・慶元通賓1・洪武通賓2・永樂通賓1・
不明9

住居跡より16・柱穴より1
枚出土

54 〃 鶴ヶ鼻遺跡 青森県教育委員会 H1 寛永通賓7

55 尾上町 （猿賀地区） 八木沢誠次・工藤　正 S36 和同開珎他10，507枚　第12表参照 『猿賀出土古銭について』

1 〃 高木遺跡 尾上町教育委員会 S56 寛永通賓4

57 〃 五輪野遺跡 〃 S58 寛永通賓1

58 〃 八幡崎遺跡（1） 〃 S63 寛永通賓2

59 〃 李平下安原遺跡 青森県教育委員会 S63
開元通寳2・天聖元賓1・熈寧元寳1・元祐通寳1・
寛永通賓3

68 浪岡町 杉の沢遺跡 〃 S54
景徳元賓1・熈寧元賓1・皇宋通寳1・洪武通寳1・
永樂通賓2・寛永通賓8・無文1・不明3

柱穴より出土

61 〃 浪岡城跡 浪岡町教育委員会 S55～H1 開元通賓他10，252枚　第12表参照
昭和59年に5，971枚の一括
出土

62 〃 羽黒平遺跡 〃 S55 寛永通賓1

63 平賀町 （柏木地区） 成田　末五郎 S13 開元通賓他799枚　第12表参照 『青森県郷土誌料集』2

64 〃 （館山地区） 工藤　正 S43 五銖他5，612枚　第12表参照
曲げ物より出土『平賀町館
山出土古銭』

65 〃 富山遺跡 青森県教育委員会 S49
天禧通賓・元豊通賓・大觀通賓・洪武通寳・永樂
通賓・宣徳通賓等13

66 〃 鳥海山遺跡 〃 S52 嘉祐通賓1・治平元賓1・寛永通賓1

67 〃 五輪堂遺跡
青森県教育委員会
平賀町教育委員会

S55S58
天聖元賓4・嘉祐通賓4・至道元賓1・熈寧元賓2・
元祐通賓4・聖宋元寳・皇宋通寳2・洪武通寳3・
永樂通賓4・不明7

68 〃 大光寺新城跡遺跡 〃 H1・2 開元通寳他219杖　第12表参照

69 田舎館村 （八反田地区） 工藤　正 S36 開元通賓他110枚　第12表参照 『館城文化』3

70 垂柳遺跡 青森県教育委員会 S60
開元通賓2・熈寧元賓1・元祐通寳1・永樂通晋1・
寛永通寳19・文久通寳1・鉄銭1・不明1

71 碇ヶ関村 古館遺跡 〃 S55 元豊通寳1・寛永通賓2・不明1

72 〃 永野遺跡 〃 〃 洪武通賓1・寛永通賓5

73 中里町 中里城跡 中里町教育委員会 H1・2
開元通賓2・景祐元賓1・嘉祐通賓1・元豊通賓1・
洪武通賓1・寛永通賓3・不明2

74 市浦村 二ツ沼遣跡 桜井清彦 S28・29 天聖元晋・永樂通賓

75 〃 （十三地区） 裕　光 S37 五銖他23，442枚　第12表参照
木箱より出土『東奥文化』
21
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番号 市町村名 遺　跡　名 報告書刊行委員会・著者名 報告書刊行年度 出　土　古　銭　名 備　　　　考

76 小泊村 弁天島遺跡 小泊村教育委員会 S60 祥符元寳1・治平元寳1

77 野辺地町 槻ノ木遺跡 青森県教育委員会 S58 寛永通寳4

78 七戸町 山館遺跡（経塚） 七戸町教育委員会 S53 寛永通寳1

79 〃 矢館跡 〃 H1
皇宋通寳1・洪武通寳2・寛永通寳1・無文2・不明
18

土壙より20枚出土

80 六ヶ所村 大穴洞窟 青森県教育委員会 S48 永樂通寳・寛永通寳

81 〃 発茶沢遺跡 〃 S57・61 寛永通寳28・不明1

82 東通村 浜通遺跡 〃 S57・59
淳化元寳3・祥符通寳2・祥符元寳1・天禧通寳2
熈寧元寳1・元豊通寳4・政和通寳3・洪武通寳1
永樂通寳59・無文11・不明60

墓壙より98・柱穴より15枚
出土

83 〃 前坂下（13）遺跡 〃 S58 寛永通寳1・不明2

84 風間浦村 （折戸坂地区）
堺　正義・奈良　仁
熊谷正之・橘　善光

S53

開元通寳4・太平通寳2・淳化元寳1・至道元寳1
景徳元寳1・祥符元寳1・天禧通寳1・天聖元寳1
景祐元寳1・皇宋通寳5・至和元寳1・治平元寳1
熈寧元寳3・元豊通寳8・元祐通寳3・紹聖元寳1
大觀通寳1・政和通寳4・嘉定通寳1・景定通寳1

85 脇野沢村 （小沢地区） 奈良　仁 S51 開元通寳他5，205枚　第12表参照 『うそり　9』

86 名川町 剣吉荒町遺跡 青森県立郷土館 S63 永樂通寳1・不明1

87 階上町 志民（2）遺跡 青森県教育委員会 S56 寛永通寳16・不明2 墓壙より3枚出土

88 福地村 雷遺跡 〃 H2 寛永通寳2・不明1

89 南郷村 石ノ窪遺跡 〃 S57 寛永通寳1

90 〃 馬場瀬（1）遺跡 〃 S57 寛永通寳1

91 〃 馬場瀬（2）遺跡 〃 S57 政和通寳1・寛永通寳6・鉄銭13

92 新郷村 （戸来地区） 鈴木　克彦 S59 開元通寳他396枚　第12表参照
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第2節　小　　　結

　古銭の出土地分布状況を見ると、岩木川・馬淵川といった河川流域と海岸線沿いの大きく二通

りに分けられる。しかし、馬淵川流域からの出土古銭の大半は寛永通寶であり、渡来銭の出土例

は少ない。さらに、500枚以上の一括出土例は報告されていない。このことは、当時の津軽と南

部の貨幣流通及び貨幣に対する意識の違い、また、備蓄という行為に地域差があることを推察す

ることができる。　何をもって備蓄銭とするかは、定義づけがなされていない。単純に多量の一

括出土を備蓄銭とするのであれば、備蓄銭の多くは、緡の状態で直接土中に、または容器に封入

し埋納されるのが通例である。容器としては、甕・曲げ物・木箱等が実例として知られている。

　便宜上、500枚以上の一括出土例を挙げると、青森市千刈・同市油川・同市原別・同市新城・同

市奥内・弘前市乳井・同市石川・蟹田町南沢・西目屋村砂子瀬・藤崎町岡本・尾上町猿賀・浪岡

町浪岡城跡・平賀町柏木・同町館山・市浦村十三・脇野沢小沢の16箇所が知られている。これら

16箇所について、第13表を用いて概観していきたい。

　16箇所の下限銭貨を見ると、1．咸淳元寶（初鋳1265年）、2．至大通寶（初鋳1310年）、3．洪

武通寶（初鋳1368年）、4．永樂通寶（初鋳1408年）、5．世高通寶（初鋳1461年）、6．洪徳通寶

（初鋳1470年）の6種認められる。しかし、至大銭は輸入量は少量であると思われ、咸淳銭で終

るものでも偶然含まれなかったものもあると考えられるので、本稿では一つにまとめ1期とし、

永樂銭までを2期、それ以後を3期と分類した。ただし、鋳造国別比率に関しては、無文銭・不

明銭を外した比率である。

　1期には、青森市原別・同市奥内・弘前市乳井・尾上町猿賀・平賀町柏木・同町館山の6箇所

が該当する。埋納時期は13世紀末から14世紀後半までの時期と考えられる。この時期は、かな

りの数の荘園が現物年貢から代銭納化する時期である。鋳造国別比率を見ると、唐9～11％、宋

87％前後、南宋2～3％にすべて収まる。比率から宋銭が貨幣流通の主体であったことがわかる。

館山に関しては、143貫余りの代銭納の記録が残されており、津軽でも盛んな貨幣流通が行われ

ていたことを示している。埋納容器は、奥内が信楽と思われる甕、乳井が木箱、館山が曲げ物で

ある。原別は板片が残っていたそうであるが、猿賀・柏木と共に詳細は不明である。

　2期には、青森市千刈・同市油川・弘前市石川・蟹田町南沢・藤崎町岡本・浪岡町浪岡城跡・市

浦村十三・脇野沢小沢の8箇所が該当する。埋納時期は14世紀末から15世紀中頃までの時期と

考えられる。この時期は、日明貿易により洪武銭・永樂銭が流通し始め、商業活動が盛んになっ

た時期である。鋳造国別比率を見ると、千刈・油川を除き、唐6～8％、宋68～75％、南宋1～

2％、明16～ 21％である。比率から貨幣流通の主体が、宋銭から明銭へ移り始めたと思
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われる。ただし、千刈は洪武銭が4枚と、洪武銭が流通し始めた頃の埋納と考えられ、埋納時期

は他よりも大分早いと推測される。そのため、比率は1期に類似した比率である。また、37万枚

以上出土した函館市志海苔も同じ状態であり、比率も類似している。油川に関しては、永樂銭が

1枚の出土であり、洪武銭がないことは、前後関係から考えると疑問が残り、遼銭である咸雍通

寶の90枚の出土は、全国的にも例がない。このことから、油川に関しては不確実要素が強いとし

て考察から除いた。埋納容器は、千刈が木製の樽、岡本が甕、十三と脇野沢が木箱であり、石川・

南沢・浪岡城跡が直接土中に埋納されたと思われる。油川は不明である。また、備蓄銭は緡の状

態で埋納されることは前述したが、浪岡城跡では完全な緡の状態で出土している。（註1）そのと

きの一緡の枚数は、100枚のものが最も多く、次いで99枚、101枚の順であった。一緡の枚数は、

各時代異なっており、枚数を把握することで、ある程度の時代決定ができるものと思われる。

　3期には、青森市新城・西目屋村砂子瀬が該当する。埋納時期は、15世紀末から16世紀中頃と

思われる。この時期は明銭の多量輸入に伴い、私鋳銭の増大、撰銭の激増、関東を中心、とした

永樂銭のみの使用が行われた時期である。鋳造国別比率を見ると、新城は宋44.9％、明46.0％で

あり、砂子瀬は宋57.7％、明32.8％である。宋銭の比率が落ち、明銭の比率が高くなる。新城に

至っては、明銭が宋銭を上回っている。このことは、明銭が貨幣流通の主体になったことを物語っ

ている。また、中国銭以外の李・琉球・安南銭の含有率が高くなる。室町幕府が明との貿易にと

どまらず、隣接国との外交を始めたのが推察される。埋納容器は、新城が曲げ物、砂子瀬は不明

である。

　貨幣を備蓄するという行為は、ある特定の時期に限られて行われており、各時代ごとの備蓄銭

の性格は、時代背景等により異なっているものと思われる。多量の一括出土例は、土木工事等に

よる偶然の発見が大半であり、周辺の遺構確認、伴出遺物等の調査には及んでいない。

　備蓄銭の性格及び埋納時期を把握するためには、銭種・枚数の分類だけにとどまらず、精銭・

悪銭・私鋳銭の分類、一緡の枚数及び重量の調査、出土状況と周辺遺構の確認、城館・神社仏閣・

集落・陸路・水路との相関関係、貨幣流通経路把握のための陶磁器類の分類、荘園の代銭納化等

の年代背景把握のための文献等の調査などの幾つかの問題点を照合する必要があり、そこから何

らかの備蓄銭のかたちが見えてくるものと思われる。　　　　　　　　　　　　　（上野隆博）

註1『浪岡城跡Ⅷ』（浪岡町教育委員会1986）
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ま　　と　　め

　本書は、青森市内出土遺物調査報告書として、青森市新城・奥内・原別・野内各地区出土の古

銭についてまとめたものである。ここで、各章ごとに記述してきた内容を要約すると以下のとお

りである。

　新城地区出土古銭は、青森市西部を流れる沖館川と新城川に挟まれた河岸段丘上、標高約20m

の地点より曲げ物に入って出土した。出土枚数は8,182枚、銭種数は47種である。上限銭貨は開

元通寶、下限銭貸は洪徳通寶である。明銭の比率が宋銭を上回っており、県内では、まれな例で

ある。また、李・琉球・安南銭が含まれており、日明質易とともに、隣接国との外交が行われて

いたことを推察できる。埋納時期は、15世紀末から16世紀前半と考えられる。この時期は、明

銭の大量輸入とともに、粗悪な私鋳銭が多量に作られ、撰銭が盛んに行われた時期である。本古

銭における永樂通寶の比率の低さは、撰銭によるものと考えることができる。

　奥内地区出土古銭は、青森市北西部水田地帯に所在する神社付近より甕に入って出土したとの

ことである。出土枚数は10,432枚、銭種数は57種である。上限銭貨は五銖（後漢と隋と思われ

る）、下限銭貨は至大通寶である。皇朝十二銭である和同開珎・神功開寶が含まれており、和同銭

は県内3例目、神功銭は県内初例と思われる。埋納時期は、14世紀中頃から15世紀にかけてと思

われる。この時期は「津軽の大乱」と呼ばれる時期であり、本古銭との何らかの関係を推察でき

る。

　原別地区出土古銭は、青森市東部を流れる原別川河口付近から出土した。出土枚数は、若干の

散逸があるが、現存4,592枚であり、銭種数は55種である。上限貨銭は五銖（後漢と思われる）、

下限銭貨は至大通寶である。古銭とともに、板切れが残っていたが詳細は不明である。埋納時期

は、14世期後半と思われる。

　野内出土古銭は、原別川東方を流れる貴船川河口付近から出土した。正確な枚数は不明である

が、およそ3000から5000枚とのことであり、銭種数は46種である。上限銭貸は開元通寶、下限

銭貸は宣徳通寶（明）である。埋納時期は、15世紀後半から16世紀前半と思われる。

　原別・野内古銭とも、海岸線付近からの出土であり、海運の発展に伴っての備蓄と思われる。

　今回、青森市内4箇所から出土した古銭については、前述のとおり、資料提起を目的として報

告した。今後は、これらの分類結果を基礎資料とし、出土地点周辺の歴史的環境や文献資料等を

加味して古銭の一括埋蔵の目的・時期などの不明項目を考察していきたいと考えている。

　今回、本書を刊行することができたのも、発見者及び土地所有者をはじめ、玉稿をいただいた

葛西励氏、さらに資料提供を快諾された古銭所蔵者の方々、さらには有益な御教示をいただいた

研究者の方々と、多くの関係機関と各位の御協力と御指導の賜ものによるものと深く感謝を申し

上げます。本書がいささかでも歴史研究のうえで一翼を担うことができれば担当者一同、望外の

喜びであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者一同）
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1976年　奈良　仁　「中世の下北地方と蠣崎氏」『考古風土記』1

1979年　堺　正義・熊谷　政之・奈良　仁・橘　善光　「風間浦村折戸坂の渡来銭について」『う

　　　　そり』15

1981年　青森県立郷土館　『尻八館調査報告書』

1981年　佐々木　達夫　「日本海の陶磁貿易」『日本海文化』8

1981年　沼舘　愛三　『津軽諸城の研究』

1982年　青森県教育委員会　『青森県の中世城館』

1984年　鈴木　克彦　「青森県南郷村女ヶ崎から出土した古銭」『考古風土記』9

1985年　是光　吉基　「出土渡来銭の埋没年代」『考古学ジャーナル』249

1986年　坂詰　秀一編　『考古学ライブラリー　出土渡来銭』

1986年　坂詰　秀一　「出土渡来銭研究の視角」『日本考古学論集』5

1986年　神木　哲男　「出土銭から見た日本の中世経済」『日本考古学論集』5

1986年　浪岡町教育委員会　『浪岡城跡 』

1987年　櫻井　清彦・菊地　徹夫編　『蓬田大館遺跡』

1987年　青森県教育委員会　『境開館遺跡発掘調査報告書』

1990年　小笠原　二郎　「原別小笠原家伝承に関する一考察」『原別百年のあゆみ』
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